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くまもと県民交流館パレア情報誌
特集 平成27年度 パレア アクシア 企画展

『まちづくり経営塾～｢稼ぐ｣まちづくり～』を開催

パレアを飛び出して、県内各地で事業を展開中
くまもと県民カレッジ「サテライト教室」

『ＮＰＯ出前講座』を実施!

平成27年度
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　センター活動報告
● 生涯学習推進センター

● 男女共同参画センター

● NPO・ボランティア協働センター

　パレア施設紹介
● パレアルーム

● 女性総合相談室

　インフォメーション
● 指定管理者からのお知らせ

● 「くまモンスクエア」からのお知らせ

● 平成27年度パレアロビー展

● 会議室のご利用について

● 館 長 雑 感

● パレアカレンダー
ⓒ2010熊本県くまモン



　“住む・弔う・まつる”の3部構成を３つの機関が特性を生かして担当し、
それぞれ1ヶ月間展示しました。

パレアがつなぐ
　なお、この企画はパレアから3つの機関に提案し実現したもの
です。実現にあたっては、熊本市国際観光交流局文化振興課、熊
本市立熊本博物館、高森町教育委員会、南阿蘇村教育委員会、熊
本県文化財保護協会、肥後古代の森協議会、菊池川流域古代文化
研究会にもご協力いただきました。

第Ⅰ部　住まいと暮らし
県文化課

　縄文時代から平安時代までの竪穴住居や掘立柱建物の様子、生活関連の道具が紹介
されました。特に、幅・津留遺跡の花弁状住居跡が観覧者の興味を引いていました。

第Ⅱ部　「棺・観・感」展～響け！心に。
　　　　　　　　　　 いたわりの鐘～
　　　　　　　　　　 県立装飾古墳館

　弥生時代の甕棺や装飾古墳、そこに納められた品々から、“弔い”の
歴史と手向ける心、受け継がれてきた優しさを伝える展示でした。
木﨑康弘館長の特別講演も行われました。

第Ⅲ部　古代の祀りと政
　歴史公園鞠智城・温故創生館

　古代の社会では、国家的行事から慶弔に至るまで、政治的な行為は、祀りによっ
て行われました。祀りと政治に関する遺跡や遺物を通して、古代の政が身近に感じ
られました。西住欣一郎館長の特別講演も行われました。

この企画展から生まれたスピンオフ企画 今回の企画展を協働で実施する中で、パレアを活用する新たな
企画が次々と生まれてきました。

←①名刀・肥後「同田貫」の世界へタイムスリップ！
刀剣ブームで一躍全国に名を知られた「同田貫」の源流は
古代鞠智城の製鉄にあり！西住温故創生館長の大胆な推論
と丁寧な検証に、歴史ファンだけでなく刀剣マニアも熱心
に聞き入っていました。
　②徹底討論！菊池川流域の歴史文化遺産と肥後→
県文化財行政のトップである木﨑・西住両館長が、その役
職や立場を離れて自由かつ大胆に菊池川流域の歴史を語
りあいました。超満員の会場から２人に挑むかのような質
問もあり、充実した討論となりました。

パレアから広がる

観覧者の声　このような便利な場所で、関心のある文化財の展示
を見ることができて嬉しかった。それぞれの展示も素晴らしかった
が、３つを通して見ることにより、文化財への興味が深まった。それ
ぞれの館の特色が展示内容に表れているのも面白かった。

木﨑館長のコメント　文化課・装飾古墳館・温故創生館は、人々が行き交うくまもと
県民交流館パレアで、「住む・祭る・弔う」の人類共通のテーマで、リレー展示した。展
示は、メッセージ発信で有効なのだが、単体では単層的で、マンネリ化することも。
ところが今回は、異なる機関等の連携で、新鮮で有意義なイベントになった。お客様
にとって便利なパレア。連携・協働事業にふさわしい施設であり続けてほしい。

まつ まつりごと

平成27年度　パレア アクシア企画展

　県の文化財を所管する機関としては、教育委員会の文化課、県立装飾古墳館、歴史公園鞠智城・温故創生館の３つの
機関がありますが、その普及啓発及び展示活動は熊本市城南町、山鹿市鹿央町、山鹿市菊鹿町・菊池市木野の３ヵ所で
行っています。今回このパレアを活用して、この３機関が初めて合同で３ヵ月にわたる企画展を実施しました。
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パレアに集う　パレアがつなぐ　パレアから広がる

平成27年度 パレア アクシア 企画展
　平成25年４月にオープンした展示スペース“パレア アクシア”では、その
名のとおり、県内の生涯学習機関との“連携”によりこの３年間で１７の企画
展を開催し、熊本の“宝”である「ひと・もの・活動」を紹介してきました。

　“住む・弔う・まつる”の3部構成を３つの機関が特性を生かして担当し、

くまもと歴史発見！～住む・弔う・まつる～　平成２７年８月１日（日）～１０月２５日（日）

パレアに集う

装飾古墳館
温故創生館

パレア

県文化課（文化財資料室）

①

②

③

④

パレア アクシアとは
パレア　ｐａｒｅａ　＝　ギリシャ語で「仲間・つきあい」（連携）
アクシア　ＡＸＩＡ　＝　ギリシャ語で「大切なもの・価値あるもの」（宝）
　くまもと県民交流館パレアは、いろいろな意味で「集い、結び、広がる」場所だと言えます。県民の自主的で自発的な
活動を支える施設であると同時に、異なるミッションを持つ多くの県の機関が集まり、それぞれの機能を活かしながら
有機的に連携して、より大きな“活動”を創造する空間です。また、熊本市中心部というロケーションの良さから、県内各
地から多くの人々がパレアに集い、パレアでつながり、パレアで生まれた新たな活動がパレアから広がっています。人
を集め、人をつなぎ、その輪を広げるのがパレアです。
　今年度、「仲間との連携」という意味で、パレアの機能が存分に発揮された企画展が実現しました。

第Ⅰ部｢住む｣ 第Ⅱ部｢弔う｣ 第Ⅲ部｢まつる｣



まちづくり経営塾　サテライト・出前講座
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出典：木下  斉 
　　『稼ぐまちが地方を変える-誰も言わなかった10の鉄則』(NHK出版新書,2015年)

～まちづくりを成功させる１０の鉄則～
鉄則①  小さく始めよ
鉄則②  補助金を当てにするな
鉄則③ ｢一蓮托生｣のパートナーを見つけよう
鉄則④ ｢全員の合意｣は必要ない
鉄則⑤ ｢先回り営業｣で確実に回収
鉄則⑥ ｢利益率｣にとことんこだわれ
鉄則⑦ ｢稼ぎ｣を流出させるな
鉄則⑧ ｢撤退ライン｣は最初に決めておけ
鉄則⑨  最初から専従者を雇うな
鉄則⑩ ｢お金｣のルールは厳格に
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八代市

玉東町

宇土市

［健康講座：御船町］

﹇
健
康
講
座
：
津
奈
木
町
﹈

﹇
子
育
て
講
座
：
宇
土
市
﹈

［終活講座：和水町］



特別展・
作品展の内容が更にわかる！

楽しい実験
体験あり！

熊本の優れた歴史・文化や自然の魅力、私たちを
とりまく環境などについて、
県内の美術館、博物館、
研究機関の専門家から
楽しく学ぶ講座です。

熊本県伝統工芸館

坂本善三美術館～坂本善三氏の作品を鑑賞～

熊本市水の科学館
～飲み比べて熊本の水のおいしさを再確認～ 阿蘇火山博物館

～小麦粉と風船でカルデラの形成過程を再現～

熊本県環境センター
～汚水が地下に浸み込む過程で
　浄化される様子を再現

人吉城歴史館

熊本県立美術館熊本県立装飾古墳館

生涯学習マスコット
「マナビィ」

そうきゃくりんじょうもん

阿蘇白水郷美術館　「南郷谷の森の妖精～描かれた山野草たち」
阿蘇火山博物館　「阿蘇の自然・文化と博物館の活動」
天草市立御所浦白亜紀資料館　「天草ジオパークと地域資源」
熊本県環境センター　「実験！水環境問題を考えよう」
熊本県伝統工芸館　「水の平焼～２５０年の伝統の技と心」
熊本県立装飾古墳館　「神秘の装飾古墳文様～双脚輪状文の交流」
熊本県立美術館　「ほとけの里と相良の名宝」
熊本県林業研究指導所　「熊本の森と木を育てまもる～研究から活用へ」
熊本市水の科学館　「八景水谷　水物語」

坂本善三美術館　「善三美術館　お蔵出し」
つなぎ美術館　「９つのアートプロジェクトがつないだ地域～その課題とゆくえ」
人吉城歴史館　「再検証！発掘された２つの地下空間」
本妙寺宝物館　「『新』本妙寺宝物館とその展望」
水俣病歴史考証館　「変わりゆく水俣病事件」
御船町恐竜博物館　「恐竜を探求する。」
リデル、ライト両女史記念館　「私立ハンセン病療養所、回春病院の創設」
歴史公園鞠智城・温故創生館　「肥後国と鞠智城」　　　

受講者
のべ５４０人

平成２７年度実施施設＆講座テーマ
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観光では伺えない、一歩踏み込
んだ学習内容に満足しました。

興味はあったが、実際に見ること
がなかったので、大変勉強になり
ました。是非実物に出会いたいと
思っています。

熊本に住みながら知らないこと、
ところが多いと実感しました。

以前、仏像について講義を受けた
ことがあり、県立美術館の展示を
見た。今回、よりくわしく理解でき
てよかった。

人吉城のことは知らなか
ったが、詳しく話され興
味を持つことができた。
ぜひ出かけてみたい。詳しい説明を聞いて

作品展に出かけるの
が待ち遠しくなりま
した。

☆実施期間　前期：９月～１０月上旬
　　　　　　後期：１０月下旬～１２月
☆募集開始時期　前期分：７月下旬
　　　　　　　　後期分：９月下旬
☆講座情報の入手方法
　①インターネット　『学びネットくまもと』を検索
　②チラシ　パレアや公民館などに設置
☆受講料　無料　　
☆定　員　各講座30人程度（先着順）
☆問い合わせ先　熊本県生涯学習推センター(下記)まで

熊本の水が
いかにおいしいのかが
よく分かった。

話だけでなく、実験を見るとカル
デラの成り立ちや噴火の様子が
よくわかった。

抽象画だけではなく、具象画の
実物を目の当たりに見ること
ができ、画伯の思いの一面を
感じました。

実験もあり、子どもの
頃のような気持ちで
学習できた。

講座を受講するには

　「くまもと県民カレッジ主催講座」をはじめ、大学、県内文化施設と連携したリレー講座、生涯学習指導者
養成講座など、パレアを主会場として年間約１６０講座を実施しています。また、子どもから大人まで楽しく
学べる生涯学習フェスティバル「わくわく！パレアフェスタ」、市町村などに講師紹介、講座プログラム提供な
ど（学習相談）を行っています。

生涯学習推進センター

 くまもと  「歴史・文化・自然」再発見講座くまもと県民カレッジリレー講座
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ピックアップⅠ
　ひとづくり 男女共同参画社会づくり地域リーダー育成事業女性のための法律講座

マインドアップセミナー

　地域や職場、家庭などの身近な場所で男女共同参画を推進していただく人材の育成を目的とした、東京・埼玉方
面への県外研修を中心とする研修事業です。平成２７年度は、県内各地より２６名の研修生が参加しました。

　社会で活躍する女性の姿や考え方をとおして、男女共同参画社会に関心を持っていただくとともに、参
加した方々に元気とやる気を届けるセミナーです。年に３回程度開催しています。

　第１回目は、株式会社サニーサイドアップ創業者で一般社団法人おせっかい協会の代表をさ
れている高橋恵さんから、人と人が真につながることの大切さ、人間関係があってこそ仕事が
成り立っていくことなどを、ご自身の経験からお話しいただきました。

　平成２７年度の研修プログラム
９月１０日　　　　事前研修（男女共同参画社会づくりについての基礎講義、県外研修に向けてのグループワーク）
１０月２３～２５日　県外研修（先進地での視察・交流、男女共同参画社会についての講話等）
　　　　　　　  訪問先：埼玉県男女共同参画推進センター（埼玉県さいたま市）、
　　　　　　　  　　　 　大田区立男女平等推進センター（東京都大田区）
１１月～１２月　　 自主研修（県外研修での学びを基に、各自で報告会等を企画・実施する）
１月１９日　　　  事後研修（自主研修の報告、研修後の活動についてのグループワーク）

　おせっかい協会の活動のひとつとして、ある大学の
学食で、たまたま同じテーブルに座った男子学生に話
しかけたことから、３００人の大学生が集まって「おせっ
かい」をする清掃活動イベントがスタートしたエピソー
ドを披露。「彼が私との出会いをチャンスととらえて動
いたこと、そして、私がそのたった一人に話したことで
その後が変わりました」という言葉が印象的でした。

  平成２７年度パレアマインドアップセミナー一覧
高橋 恵さん　「私らしく働く～人がいてはじめて仕事が成り立ち、そこにはじめて自分がある～」
神田 蘭さん（講談師）　「歴史のヒロインから学べ!!“日本史講談”からみえる女性の生き方 いま・むかし」
太刀山 美樹さん（MIKIファニット代表）　「女性はいつでもスタートできる！
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～子育て、起業、いま女子大生のビタミン☆トーク～」

　男女共同参画センターでは、熊本県女性総合相談室を設置し、女性の抱える様々な悩みについての
ご相談をお受けしています。（詳しくはＰ１4をご覧ください）
　平成２７年度はその一環として、離婚を考えている女性向けの、女性弁護士による法律講座を実施し
ました。
　１１月の講座では、離婚の手続きの流れや、財産分与、年金分割等の内容で実施したところ、定員を大
幅に上回る方々からお申し込みがありました。
　３月には、子どもを連れての離婚をテーマに、親権や養育費等に重点を置いた内容で法律講座を行っ
たほか、シングルマザーの方向けのライフプラン講座を実施しました。
　今後も男女共同参画センターでは、困難な
状況にある女性をサポートするセミナー等を
実施していきます。

ピックアップⅢ
　女 性 支 援

ピックアップⅡ
講演・セミナー

　女性の活躍推進は、国の重要政策のひとつとされ、女性のためだけでなく、男性や企業、ひいては日本の
社会・経済全体にとって、幅広いメリットがあります。熊本県男女共同参画センターでは、“性別に関わらず誰
もが住みやすい熊本”を目指し、各種事業を展開しています。

男女共同参画センター
平成２７年度事業のあらまし
　ひ と づ く り
〇男女共同参画社会づくり地域リーダー育成事業（p7下段）
〇男女共同参画推進員制度

　講演・セミナー
〇男女共同参画inパレア（講演会／ワークショップ）
〇マインドアップセミナー(p8上段)

　女　性　支　援
〇家庭から暴力をなくす運動（ＤＶ防止街頭キャンペーン／ひとり親支援講演会）
〇女性総合相談室（p14上段）
〇女性のための法律講座(p8下段)
〇女性のチャレンジ応援事業
   「働く女性の勇気と自信の“素”づくり講座」

　情報収集・提供
〇広報誌『ならんで』（年２回発行）
〇情報ライブラリー

増田寛也氏（日本創成会議座長）講演会

情報ライブラリー(９階)広報誌「ならんで」

大田区立男女平等推進センター 埼玉県男女共同参画推進センター

離婚するときに

決めることは?

養育費
親権者 面会交流

財産分与
慰謝料 年金分割? !



【共助の担い手となる８つの主体】
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共助とは・・・
　皆さんは、「共助」という言葉・概念をご存じですか？
　「自分のことは自分で」という「自助」、「県や市町村などの公的支援で」という「公助」に対して、｢身近な分野で、ＮＰＯ、自
治会、地場企業等の多様な主体が、共に助け合い、支え合う｣というのが「共助」の考え方です。
　人口減少・少子高齢化が進んでいくこれからの地域社会では、身近な地域の問題や課題等に対して、「自助」・「公助」に加
えて、「共助」の精神で取り組んでいくことも重要とされています。そして、目指すべき共助社会の姿としては、「個人の多様
な価値観や意思が尊重され、新たな『つながり』が構築され、全員で作り上げていく社会」とされています。

九州では唯一の開催 !
　九州では唯一の開催（平成２７年度）となった『地方共助社会づくり懇談会 in 熊本』には、NPO関係者や自治体の担当者
等、県内外から約９０人の参加がありました。
　内閣府による「共助社会づくり」に関する基調講演の後、県内のNPO法人を代表して、認定NPO法人NEXTEPの佐々木
副理事長・NPO法人ASO田園空間博物館の下城マネージャーが登壇。内閣府共助社会づくり懇談会委員の永沢氏と共
に、『「共助」の精神で人口減少社会に立ち向かう』というテーマでパネルディスカッションを行いました(進行役は、熊本大学
教育学部の古賀教授)。
　佐々木副理事長・下城マネージャーが、各地域が抱える課題をどのように解決してきたかについて語りました。共通のキ
ーワードは、「繋がり」と「絆」。人と人、生まれ育った故郷の「繋がり」の中で、地域や周りの方々が抱える課題を発見し、仲間と
の「絆」を活かし、みんなで協力し合って解決してきたこれまでの経験(｢共助｣の精神で地域課題を解決してきたこと)を述
べました。
　また、永沢委員からは、「地域課題を皆で解決し、地域の方々に喜ばれることは、高齢者の方にとっても生き甲斐となり、健
康寿命の高まりに繋がる」、「全員参加型の共助社会づくりで、明るい高齢化社会を目指しましょう」との意見がありました。

『地方共助社会づくり懇談会 in 熊本 
　　　～「共助」の精神で人口減少社会に立ち向かう～』を開催しました。

目指すべき「共助社会」とは･･･

「ＮＰＯ団体のひろば」
はココです！

http://www.parea.pref.kumamoto.jp/shakaisanka/default.aspx

熊本県内で公益的な社会貢献活動を行うＮＰＯ法人やボランティア
団体等の活動情報の収集と発信を行うサイトです。会員登録をして、
各種情報の発信（投稿）をしてみませんか？

お問い合わせ   　くまもと県民交流館　ＮＰＯ・ボランティア協働センター　電話　０９６－３５５－１１８６

・ＮＰＯ法人を立ち上げたばかりですが、このサイトに登録して身が
　引き締まる思いです。希望も湧いてきます。
・このサイトを見て団体の活動に興味を持ったという方から、
　問い合わせがありました。
・自分たちの団体の紹介をするときに、このサイトを見ていただくよう案内しています。
　活動内容などのアピールがしやすくなりました。

登録申請 （サイト管理者）

から必要事項を
入力してください。

・審　査
・会員ID
・パスワードの通知

投　稿

などの情報が投稿できます！

　NPO･ボランティア協働センターでは、県内のNPO活動・社会貢献活動を応援・支援
するため、各種セミナーの他、NPO活動・社会貢献活動の活性化を目的としたイベント
を実施しています。

NPO・ボランティア協働センター

多様な主体が、
共に助け合い、支え合っていく社会

地域住民

ソーシャル
ビジネス

地域
金融機関

教育機関

行政企業ＮＰＯ等地縁組織
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地域住民

熊本県　
ＮＰＯ・ボランティア情報サイト

「ＮＰＯ団体のひろば」に
投稿しませんか?

こんな団体は
・・・ぜひ！

おはなし会や
クッキー作りを
やりますよ！

チャリティーコンサートを
開きます！

セミナーに
参加しませんか！

ボランティア
募集！

会員になって
一緒に活動しませんか！

イベントの告知を
したい！
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    NPO法人設立説明会 （年６回開催予定）
（1部）ＮＰＯとは？ＮＰＯ法人とは？ＮＰＯの基礎知識
（2部）ＮＰＯ法人設立申請手続きと必要な書類について
対象：ＮＰＯ法人の事を知りたい方、法人を立ち上げる方

    プチ起業セミナー入門編 （２回開催）

    私の終活・親の終活をはじめるために

    笑文字講座

    ヘルスアップセミナー

    ＮＰＯ法人の各種手続に係る書類作成法セミナー

    NPO法人会計セミナー （年２回開催予定）
ＮＰＯ法人会計の基礎知識と会計責任者の役割
NPO 法人各種提出書類・事業報告書等の作成の方法
について分かりやすく説明。

    助成金申請と獲得のコツ
助成金の基礎知識と申請までの流れ及び獲得のコツ
例題を通して、助成金申請書類の具体的な作成法を
学ぶ。

    資金調達力ステップアップセミナー
助成金の現状、助成金申請のコツ、ＮＰＯをサポートする
融資制度等、各専門家や助成団体などから資金調達力を
UPさせるための具体的な取組み方を学ぶ。

    市民活動のための広報講座

    NボラCafé・交流会～パレアでつながる～

パレア全館を利用し、様々な分野で活動中のＮＰＯ法人、ボランティア団体、市民団体等が講座、活動展示、
体験ブース、講演会、ワークショップ等を開催。熊本県下の「生涯学習」・「男女共同参画」・「社会貢献」を
県民に広く知ってもらい、市民活動に興味を持ち、参加していただくきっかけを作る。

（年２回開催予定） 定款変更・役員変更・解散等の書類・各
種手続きについてどんな時に、どんな書類が必要か、そし
て書き方は？等、ポイントを押さえてわかりやすく説明。

NPOの課題の一つである広報力の向上をめざし、広報を
する上での「基礎的な考え方」から、チラシやWEBサイト
などの広報物づくりの「実践的なノウハウ」を学ぶ。

NPO・ボランティア団体の活動発表プレゼン大会と交流会。
ワークショップで団体としての取組みや課題の意見交換を
しながら、お互いに情報を共有し、つながる交流会。

生活機能低下を防ぐための運動について、実践形式を取
り入れながら学ぶ講座。

終活とは「人生の終わりをより良いものとするため、事前
に準備を行うこと」　そのための準備として、自分の家や
親の家の片付け方や自分の財産や相続についての不安
を取り除くことを目的に開催。

    和のたしなみ・作法講座
日常生活を送るうえで、なかなか学ぶ機会のない「和の
作法」について、美しい所作を身に付けて日本の文化に
親しみ学ぶ講座。

趣味や資格等、自分のスキルを活かして起業してみませ
んか。起業する為に何から始めたら良いのか具体的な事
例を紹介しながら、起業するためのノウハウを学ぶ入門
講座。

毎年恒例となった、可愛くて温かみのある笑文字の書き方
を学ぶ講座。

平成２7年度

NPO・ボランティア協働の分野 男女共同参画・生涯学習の分野

＊初めの一歩
＊起業あれこれ

＊相続問題の取り組み
＊家の片付け（断捨離）

ロコモ予防講座
【期日】平成27年9月28日（月）
　ロコモティブシンドローム（通称ロコモ）とは、加齢に伴

い、筋力低下や骨・関節などの運動器に障害が起こり、立

つ・歩くなどの動作が困難になる状態。

　いつまでも美ボディを保つために！自信が持てる足・腰

に！元気なシニアライフのために！

　簡単な運動、実践を交えながらの講座でした。

Ｎ・ボラＣａｆｅ 団体交流会
【期日】平成27年12月6日（日）
　16のNPO・ボランティア団体が参加し、そのうち3つの

団体が活動を発表し、その後交流会を開催。

　ワークショップでは、班に分かれ、自己紹介、各々が所属

する団体の今年の重大ニュースと課題について発表し、そ

の後、意見交換やお互いの情報共有を行いました。

【期日】平成28年1月30日（土）・31日（日）
　日頃から市民公益活動を行っているＮＰＯ法人やボランティア団体の皆

さまの活動を、より多くの県民の皆さまに知っていただき、理解と協力の

輪を広げ、更に自発的で主体的な様々な活動を応援することを目的に開

催しました。

パレアまつり 2016
～パレアに集合! パレアからハッシン!!～
　　　　　　　　　　　　（発信・進）

【講演】「みんな笑顔でかたらんね！」
講師　英太郎さん

33団体、
参加されました。

`

くまもと県民交流館管理運営共同企業体  平成２８年度  自主企画講座(予定)



　パレアルームでは、県内のＮＰＯやボ
ランティアの活動を支援する拠点とし
て、活動や団体運営などに関する相談を
受け付けています。お気軽にご利用くだ
さい。
　パレアルーム内には閲覧コーナーを
設けており、熊本県が所管するＮＰＯ法人の定款や事業報告
書などをご覧になれます。
　また、団体活動のために活用できるパソコン、プリンター、
ポスタープリンターなども設置しています。
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■認定NPO相談

特定非営利活動法人NPO法人会計基準普及協会
毎月第2水曜日　午後3時～午後4時

■労務相談

熊本県社会保険労務士会
毎月第2木曜日　午後1時30分～午後4時30分

■税務・会計相談
南九州税理士会熊本県連合会
毎月第3火曜日
午後1時30分～午後4時30分（祝日を除く）
※5月と3月は実施しておりません。

■NPO/NGOの国際協力活動相談
独立行政法人国際協力機構JICAデスク熊本
毎月第1水曜日　午後3時～午後6時

■ボランティア相談
NPO法人傾聴ネットキーステーション
毎週金曜日　午後1時30分～午後4時30分

■NPO・市民活動団体の運営に関する相談
一般社団法人スタディライフ熊本
毎週月曜日　午後1時30分～午後4時（祝日を除く）

■司法書士・中小企業診断士・行政書士への
　ご相談もおつなぎします。

NPO・ボランティア協働センター　パレアルーム

- -
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所定の「使用許可申請書」に必要事項を記入のうえ、パレア総合受付に提出してください。
（申請書はパレアのホームページからもダウンロードできます。）

電話等での仮予約の場合、1週間以内に「使用許可申請書」を提出してください。
（1週間以内に提出されない場合、予約を取り消すことがあります。）

申し込みは原則として先着順となっております。
ただし、申込み開始の初日については次のとおりです。

《調整会議の開催》 午前9時30分までにご来館のうえ、パレア会議室で開催します。
（調整会議の内容等については、電話もしくはパレア総合受付にお問合せください。）

電話による受付は、午後1時以降から先着順に申込みを受け付けます。

「使用許可申請書」の提出後15日以内に使用料を総合受付でお支払いください。
なお、納入期限までに納入がない場合には、使用許可を取り消させて頂きます。

■ 申込方法 ■

使用日の6月前の属する月の1日から申込受付を開始します。
（例）12月15日に使用を希望する場合　→　6月1日から受付開始

■ 申込受付期間 ■

午前9時から午後7時まで  （パレア総合受付（9階）にて）

■ 受付時間 ■

平成27年度 パレアロビー展
 くまもと県民交流館パレアでは、年間約40万人近くの方が来館していること及び熊本市中心部に位置す
るという特長を活かして、パレアロビーを活用した県政等に関する情報発信を進める取組みとして、「パレア
ロビー展」を開催しています。
 具体的には、9階及び10階のロビーの一部を活用し、各行政機関等につき2週間程度の期間で取組み等
の情報発信が行われています。
　展示内容については、パレアホームページをご覧ください。皆さんのご来場をお待ちしています。

のべ39団体 （県21、国の機関6、市町村4、連絡団体2、学校6）

熊本県 健康福祉部
健康局 薬務衛生課

熊本県 環境生活部
環境局 環境立県推進課

九州地方環境事務所 熊本県立
熊本支援学校

水俣市
経済観光課

「土木の日」
熊本実行委員会

● 展示期間 ●

平成27年6月3日

〜
6月17日

● 展示期間 ●

平成27年8月3日

〜
8月17日

● 展示期間 ●

平成27年12月4日

〜

12月18日

● 展示期間 ●

平成27年9月16日

〜
9月30日

● 展示期間 ●

平成27年11月4日

〜

11月18日

● 展示期間 ●

平成27年11月19日

〜
12月3日

　県民交流館の生涯学習推進センターでは、「くまもと
県民カレッジ」と名づけて、毎年延べ２０の市民講座を開
いていますが、今年度の「法律コース」講座で、刑法の古
典的な判例として大正時代の「タヌキ・ムジナ事件」が取
り上げられました。
　これは、ムジナを捕獲した人がタヌキの捕獲を禁じた
法律に違反するとして逮捕されたものですが、最終的に
は無罪の判決が出されました。被告はタヌキとムジナが
同一の動物であることを知らず、また一般的にも別の動
物と考えられていたからというのが主な理由でした。
　この話をもっと詳しく知りたいと思ってネットで調べた
ら、おもしろい判例がありました。それは「ムササビ・モマ
事件」というもので、同じ大正時代に地方でモマと呼ば
れているムササビを捕獲した人が逮捕されたものです。
禁猟の動物を捕獲したというのは同じですが、こちらは
有罪になりました。その理由は、ムササビをモマというの
は一部地域の方言であり、それを知らなかったことには
責任があるというものでした。
　共通語を知らなくて罪を犯すというのは今日では考
えられません。戦後共通語教育が推進された結果、むし
ろ方言の影が薄くなってしまいましたが、近年NHK朝ド

ラで方言が脚光を浴びてからかテレ
ビ番組で方言を使う演出が多くなっ
てきたようです。
　ところで熊本の方言というとよく話
題になるのが「あとぜき」です。この言

葉は共通語だと思われていて、公共施設の出入り口に注
意書きとして貼られたりしていますが、言葉を知らない
人は戸惑うようです。しかし、これを共通語で言い換えよ
うとしても適当な言葉が思い当たりません。意味が分か
れば簡潔でピッタリの言葉です。
　また、数年前宮崎市内をドライブしたときに「てげてげ
運転追放」という垂れ幕をあちらこちらでみかけました。
調べてみたら「てげてげ」というのは宮崎の方言で、「い
いかげんに」、「適当に」という意味で、慎重に運転しよう
ということのようです。この場合も、共通語を使うよりよ
り「てげてげ」とする方がインパクトが強いのではないで
しょうか。　
　方言は地域の生活に根ざした言葉であり、共通語には
ないニュアンスを表現することができます。
　法律コースの講座から話が飛びましたが、方言は貴重
な文化遺産でもありますので、次の代
に伝えていきたいものだと思います。
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平成28年4月～平成29年3月

●男女共同参画週間／6月23日～29日

5月11日（水）

受講生募集4月26日（火）まで

10月から順次開講～29年2月終了

15／1月28日（土）

わくわく!パレアフェスタVol.14の様子

パネル展、ビデオ上映会、図書の
展示などを行います。
※期間の前後に、ワークショップ
　などを開催します。

●男女共同参画週間／6月23日～29日

PAREA CALENDAR　パレアカレンダー

わくわく!パレアフェスタVol.14の様子



2016パレア
NEWS
くまもと県民交流館パレア情報誌
特集 平成27年度 パレア アクシア 企画展

『まちづくり経営塾～｢稼ぐ｣まちづくり～』を開催

パレアを飛び出して、県内各地で事業を展開中
くまもと県民カレッジ「サテライト教室」

『ＮＰＯ出前講座』を実施!

平成27年度

平成28年度の休館日は次の通りです。
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5月
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12日（火）
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31日（土）
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　センター活動報告
● 生涯学習推進センター

● 男女共同参画センター

● NPO・ボランティア協働センター

　パレア施設紹介
● パレアルーム

● 女性総合相談室

　インフォメーション
● 指定管理者からのお知らせ

● 「くまモンスクエア」からのお知らせ

● 平成27年度パレアロビー展

● 会議室のご利用について

● 館 長 雑 感

● パレアカレンダー
ⓒ2010熊本県くまモン


